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寛
治
五
年
曲
水
宴
詩
本
文
補
訂

―
―
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
九
条
家
本
断
簡
を
資
料
と
し
て

後

藤

昭

雄

一

平
安
後
期
の
漢
詩
集
と
し
て
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
が
あ
る
。

本
書
の
存
在
は
一
九
五
三
年
に
川
口
久
雄
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
が
（
１
）、

一
九
七
二
年
に
至
っ
て
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
集
』
と
し
て

『
図
書
寮
叢
刊　

平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』
に
収
め
て
公
刊
さ
れ
た
。
一

条
朝
の
寛
弘
か
ら
崇
徳
朝
の
大
治
に
至
る
お
よ
そ
百
二
十
年
間
の
約
四

百
六
十
首
が
存
す
る
。
中
御
門
右
大
臣
藤
原
宗
忠
（
一
〇
六
二
～
一
一

四
一
）
が
そ
の
日
記
『
中
右
記
』
を
自
ら
部
類
し
た
『
中
右
記
部
類
』

の
九
条
家
旧
蔵
本
の
紙
背
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
く
仮
称

さ
れ
て
い
る
。『
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』
に
は
、
そ
の
巻
五
・
七
・

九
・
十
・
十
八
に
収
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
九
条
家
本
を
底
本
と
し
、

一
部
を
鷹
司
家
本
に
よ
り
補
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
九
条
家
本
巻
五
・
九
が
天
理
図
書
館

善
本
叢
書
『
平
安
詩
文
残
篇
』（
一
九
八
四
年
、
八
木
書
店
）
に
影
印

と
し
て
公
刊
さ
れ
た
が
、
私
は
そ
の
解
題
を
書
く
準
備
の
な
か
で
、
京

都
大
学
文
学
部
蔵
の
勧
修
寺
家
本
『
中
右
記
部
類
』
巻
二
十
八
の
紙
背

に
も
漢
詩
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
論

文
を
発
表
し
た
（
２
）。
こ
の
論
文
の
要
点
は
二
つ
で
、

⑴�
巻
二
十
八
紙
背
漢
詩
十
一
首
（
一
首
は
残
欠
）
は
新
出
の
作
品
で
あ

る
。
よ
っ
て
こ
れ
を
翻
刻
し
て
紹
介
し
た
。
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⑵�
こ
の
十
一
首
の
前
半
の
六
首
は
寛
治
五
年
（
一
〇
九
一
）
三
月
十
六

日
の
藤
原
師
通
主
宰
の
曲
水
宴
に
お
け
る
賦
詩
で
あ
り
、
既
出
の
巻

十
八
所
収
の
十
七
首
お
よ
び
巻
七
に
錯
入
し
て
い
る
三
首
と
共
に
一

群
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
詩
群
の
配
列
は
『
中
右

記
』
三
月
十
六
日
条
の
曲
水
宴
の
記
事
に
お
け
る
「
文
人
」
二
十
四

人
の
記
載
順
序
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
中
右
記
』
の
記

述
に
基
づ
い
て
、
今
は
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
巻
七
・
十
八
・

二
十
八
に
分
離
、
前
後
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
曲
水
宴
詩
の
原
形
を

復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
勧
修
寺
家
本
『
中
右
記
部
類
』
に
よ
っ
て
巻
二
十
八
所

収
の
紙
背
漢
詩
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当
本
は
近

世
の
写
本
で
あ
る
。
勧
修
寺
家
本
は
二
十
四
冊
か
ら
な
る
が
、
巻
十
八

に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

此
一
冊
者
以
伝
来
古
巻
〈
吉
田
亜
槐
殿
／
御
真
筆（３
）〉

書
写
畢

固
不
可
許
他
見
者
也

　
　

天
明
元
年
七
月
十
一
日
参
議
左
大
弁
藤
経
逸

天
明
元
年
は
一
七
八
一
年
、
江
戸
後
期
で
あ
る
。
勧
修
寺
家
本
は
後
世

の
転
写
本
と
し
て
脱
字
ま
た
誤
写
を
含
ん
で
い
る
が
、
拙
稿
の
翻
刻
は

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
記
す
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
、
根
津
美
術
館
か
ら
『
植
村
和
堂
収
集
書
画
』
が
刊
行

さ
れ
た
が
、
こ
の
書
に
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
の
断
簡
一
葉
が
図

版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
に
、
こ
れ
は
そ
の
特
徴
あ
る

書
体
か
ら
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
九
条
家
本
の
断
簡
で
あ
り
（
４
）、
確
か
め
て
み

る
と
巻
二
十
八
の
一
部
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
勧
修
寺
家
本
の
祖
本
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
勧
修
寺
家
本
の
脱
字
、
誤
写
を
補
訂
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
論
述
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二

根
津
美
術
館
蔵
発
行
『
植
村
和
堂
収
集
書
画
』
に
「
45
中
右
記
部
類

断
簡
・
漢
詩
集
断
簡　

紙
本
墨
書　

一
葉　

平
安
時
代
」
と
し
て
、
表
（
５
）

と
紙
背
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
の
紙
背
の
漢
詩
断
簡

を
掲
げ
る
。



20

図
１

こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
九
条
家
本
の
一
部

で
あ
る
。
例
証
と
し
て
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
同
書
巻
十
八
の
一
部
の
書

影
を
掲
げ
る
。

図
２

根
津
美
術
館
蔵
断
簡
が
九
条
家
本
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

本
紙
は
下
部
が
切
れ
て
い
て
、
各
行
末
尾
を
欠
い
て
い
る
。
四
首
の

詩
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
第
一
首
の
作
者
表
記
と
第
四
首
（
藤
宗
仲

作
）
の
２
行
目
の
大
部
分
お
よ
び
3
行
目
が
失
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
一
紙
に
該
当
す
る
勧
修
寺
家
本
の
本
文
は
以
下
の
四
首
で
、
注

２
拙
稿
の
翻
刻
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠
有
時
宴
飲
楽
優
哉　

羽
爵
泛
流
幾
去
来

斟
酌
浅
深
嫌
石
礙　

□
遅
丁
速
任
彼
廻

岸
花
折
朶
籌
頻
記　

堤
柳
展
眉
酔
受
催　
「
受
」、「
更
」
の
誤
り

相
府
□
伝
周
旦
徳　

唯
□
曲
活
蕭
儀
聞　

�「
活
」、「
洛
」
の
誤
り
、「
聞
」、

「
開
」
の
誤
り
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散
位
実
義

㈡�
移
座
地
頭
坐
緑
莒　

宜
哉
羽
爵
泛
流
来　

�「
地
」、「
池
」
の
誤
り
、「
莒
」、

「
苔
」
の
誤
り

先
遮
石
瀬
巡
頻
唱　

偏
□
沙
風
酔
易
催

晋
日
宴
伝
斜
岸
畔　

魏
朝
飲
瀉
曲
塘
頻マ
マ

隈

槐
門
月
下
偸
為
喜　

恩
喚
何
因
及
不
材

式
部
大
丞
藤
友
実

㈢
碧
流
羽
爵
湛
黄
醅　
　

緩
泛
唯
過
堤
額
来

勧
任
沙
風
巡〔
尚
〕速　

□
従
灘
月
酔
初
催

春
霞
数
酌
随
波
転　
　

暁
露
十
分
逐
岸
廻

□
命
洛
陽
花
下
飲　
　

周
公
宴
席
此
時
開

宮
内
丞
藤
宗
仲

㈣�

閑
対
碧
流
籍
緑
莒　
　

泛
然
羽
爵
起
灘
来　
「
莒
」、「
苔
」
の
誤
り

暁
霞
飛
水
石
空
礙　
　
　
　
　
　
　
　

□
□〔
浅
深
〕□〔
見
〕〔
巡
行
〕遅
速
被
波
催

用（
注
）�

存
疑
の
文
字
に
は
下
段
に
注
記
を
付
し
た
。〔　

〕
に
入
れ
た
文
字

は
残
画
に
よ
る
推
定
。
欠
字
は
□
お
よ
び
［　
　

］
で
示
し
た
。

こ
れ
を
図
１
の
九
条
家
本
断
簡
に
よ
っ
て
補
訂
し
て
い
く
が
、
先
立

っ
て
こ
の
曲
水
宴
詩
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
柄
を
述
べ
て
お
こ
う
。

こ
の
曲
水
宴
は
寛
治
五
年
三
月
十
六
日
、
関
白
藤
原
師
実
の
六
条
殿

の
水
閣
に
お
い
て
、
そ
の
子
、
内
大
臣
師
通
が
主
宰
し
た
。
師
通
の

『
後
二
条
師
通
記
』
お
よ
び
「
文
人
」
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
藤
原

宗
忠
の
『
中
右
記（６
）』
に
宴
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
そ
の
賦
詩
に
つ
い

て
の
要
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

句
題
は
「
羽
爵
泛
流
来
（
羽
爵
流
れ
に
泛う

か
び
て
来
た
る
）」
で
あ

る
。「
羽
爵
」
は
杯
。
な
お
、
句
題
詩
の
方
法
と
し
て
、
こ
の
五
文
字

が
右
引
の
四
首
で
も
首
聯
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
序
は
惟こ
れ

宗む
ね
の

孝た
か

言と
き

が

執
筆
し
た
が
、『
中
右
記
部
類
漢
詩
』
は
詩
序
は
採
録
し
な
い
の
で
残

ら
な
い
。
た
だ
し
そ
の
詩
題
お
よ
び
作
者
表
記
は
勧
修
寺
家
本
に
残
っ

て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
言
暮
春
陪
内
相
府
曲
水
宴
同
賦
羽
爵
泛
流
来
応
教
詩
一
首
〈
便

用
来
字
〉　　
〔
掃
部
〕［　
　

］　

七
言
、
暮
春
内
相
府
の
曲
水
宴
に
陪は
べ

り
、
同と
も

に
「
羽
爵
流
れ
に
泛

か
び
て
来
た
る
」
を
賦
す
。
教
に
応こ
た

ふ
る
詩
一
首
〈
便す
な
わち

来
字
を

用
ゐ
る
〉　　

掃
部

「
教
」
は
大
臣
の
命
を
い
う
。
韻
字
は
「
来
」（
平
声
灰
韻
）
を
用
い
て

い
る
。「
掃
部
」
は
こ
の
時
の
孝
言
の
官
職
、
掃
部
頭
で
あ
る
。
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こ
の
詩
宴
で
詩
を
賦
し
た
「
文
人
」
は
『
中
右
記
』
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。「
公
卿
」「
殿
上
人
」「
儒
者
」「
文
章
生
（
文
章
生
か
ら
任
官
し

た
者
）」
に
区
別
し
て
記
す
。
官
職
で
記
さ
れ
て
い
る
者
も
あ
る
が
、

す
べ
て
の
作
者
二
十
四
人
が
明
ら
か
で
あ
る
（
７
）。

以
下
、
九
条
家
本
断
簡
に
よ
っ
て
一
首
ず
つ
前
掲
の
翻
刻
を
補
訂
し

て
い
く
。

第
一
首
。
作
者
表
記
が
な
い
が
、
こ
れ
は
注
２
の
拙
稿
の
検
討
に
よ
り

藤
原
俊
信
の
作
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

下
部
に
注
記
を
付
し
た
誤
写
の
個
所
は
推
定
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
４
句
は
勧
修
寺
家
本
に
誤
写
が
あ
り
、「
巡
□
遅
速
任
波
廻
」
が
正

し
い
。

第
８
句
の
２
字
目
は
「
隷
」
で
あ
る
。

補
訂
し
た
一
首
全
体
を
挙
げ
て
お
く
。
改
め
た
文
字
に
傍
線
を
付
す
。

有
時
宴
飲
楽
優
哉　
　

羽
爵
泛
流
幾
去
来

斟
酌
浅
深
嫌
石
礙　
　

巡
□
遅
速
任
波
廻

岸
花
折
朶
籌
頻
記　
　

堤
柳
展
眉
酔
更
催　
　

相
府
□
伝
周
旦
徳　
　

唯
隷
曲
洛
蕭
儀
開　

第
二
首
。

第
１
句
の
下
部
に
注
記
を
付
し
た
誤
写
の
個
所
の
う
ち
、「
莒
」
は

「
苔
」
で
あ
る
が
、「
地
」
は
九
条
家
本
も
同
じ
で
、
私
の
推
定
は
外
れ

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
お
九
条
家
本
も
誤
っ
て
い
て
、
本
来
は

「
池
」
で
あ
ろ
う
。「
池
頭
」
す
な
わ
ち
〈
池
の
ほ
と
り
〉
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
８
）。「

座
を
池
頭
に
移
し
て
緑
苔
に
坐
す
」
で
あ
る
。

第
６
句
は
九
条
家
本
も
「
頻
」
が
衍
字
と
し
て
あ
る
。

第
三
首
。

第
３
句
の
「
尚
」
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る

第
四
首
。

第
１
句
の
末
尾
は
注
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
４
句
以
下
の
補
訂
に
つ
い
て
は
併
せ
用
い
る
べ
き
も
う
一
つ
の
資
料

が
あ
る
。
先
掲
の
一
葉
（
図
１
）
の
末
尾
に
接
続
す
る
断
簡
が
巻
十

（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
こ
れ
（
Ｂ
）
と

先
の
一
葉
の
末
尾
部
分
二
行
（
Ａ
）
と
を
並
べ
て
掲
げ
る
（
以
下
、
Ａ
、

Ｂ
と
称
す
る
）。

図
３
（
Ａ
）
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図
４
（
Ｂ
）

Ｂ
に
は
４
行
が
残
る
が
、
３
行
目
に
「
寛
治
五
年
三
月
十
二マ
マ

日
」、
４

行
目
に
「
序
者
孝
言
朝
臣
」
の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
こ
の

曲
水
宴
詩
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
Ａ
・

Ｂ
両
者
に
目
を
凝
ら
す
と
、
Ａ
の
２
行
目
の
文
字
の
右
半
分
が
残
る
中

央
部
に
「
浅
深
」
の
右
半
分
と
判
読
で
き
る
残
画
が
あ
る
。
ま
た
そ
の

下
４
字
目
は
「
巡
」
の
右
部
分
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
Ｂ
の

１
行
目
は
上
部
は
文
字
が
残
る
が
、
真
中
よ
り
や
や
上
に
「
浅
深
」
の

左
半
分
と
判
読
で
き
る
残
画
が
あ
り
、
そ
の
下
４
字
目
は
「
し
ん
に
ゅ

う
」
と
見
え
る
。
ま
た
行
全
体
と
し
て
、
Ａ
の
２
行
目
は
上
半
分
は
文

字
が
な
く
、
下
部
は
文
字
が
残
る
。
一
方
、
Ｂ
の
１
行
目
は
逆
に
上
部

は
文
字
が
残
る
が
、
下
に
行
く
に
つ
れ
て
文
字
が
な
く
な
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
Ａ
２
行
目
と
Ｂ
１
行
目
と
は
合
わ
せ
て
一
行
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
二
つ
を
複
写
し
て
接
合
し
て
み
た
。
次
の
よ

う
に
な
り
、
推
測
し
た
と
お
り
に
一
行
に
な
る
。
す
な
わ
ち
Ｂ
は
図
１

に
直
接
続
く
も
の
で
あ
る
。

図
５

残
画
の
１
字
目
と
末
尾
を
除
い
て
翻
刻
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

渡
江
萍
始
開
斟
酌
浅
深
臨
岸
剋
巡
行
遅
速
被
波
催

傍
線
を
付
し
た
「
剋
」
は
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
読
み
得
た
。

こ
の
本
文
で
考
え
て
い
こ
う
。
そ
の
際
に
参
考
と
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
こ
の
曲
水
宴
詩
群
に
は
同
一
の
、
あ
る
い
は
類
似
の
表
現
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
援
用
す
る
。

七
言
詩
の
第
４
句
か
ら
に
な
る
。
１
字
目
は
残
画
で
あ
る
の
で
後
に

廻
し
、
２
字
目
「
渡
」
か
ら
で
あ
る
が
、「
渡
江
萍
始
開
」
で
切
る
。

前
述
の
よ
う
に
こ
の
詩
群
は
「
来
」
字
を
韻
字
と
し
て
い
る
の
で
、
こ

こ
に
区
切
れ
が
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
Ａ
の
１
行
目
下
部
の
第
３
句

と
対
句
を
な
す
。
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暁
霞
飛
水
石
空
礙

□
□
渡
江
萍
始
開

と
な
る
が
、
後
句
の
残
画
と
し
て
残
る
２
字
目
は
「
霞
」
と
対
と
な
る

こ
と
か
ら
「
露
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
図
１
の
第
三
首
（
藤
友
実
作
）

の
２
行
目
下
部
の
「
暁
露
」
の
「
露
」
が
参
考
に
な
る
。
な
お
こ
の
語

は
「
春
霞
」
と
対
語
を
な
し
て
い
る
の
も
こ
こ
と
同
じ
で
あ
る
。

行
末
尾
の
残
画
は
前
掲
の
よ
う
に
私
は
「
用
」
と
推
定
し
て
い
た
が
、

訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧
稿
で
は
近
世
写
本
で
あ
る
勧
修
寺
家

本
で
判
断
し
て
い
た
が
、
今
述
べ
て
い
る
よ
う
に
図
５
か
ら
前
掲
の
Ｂ

に
続
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
用
」
と
読
ん
だ
字
は
Ｂ
の
第
２
行
に

続
く
も
の
と
し
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ｂ
の
第
２
行
は
十
三
字
（
第

一
字
は
残
画
）
で
あ
る
が
、
七
言
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
用
」
と
合
わ

せ
て
十
四
字
、
す
な
わ
ち
二
句
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
先
に
明
瞭
な
２

行
目
を
読
も
う
。
こ
う
で
あ
る
。

□
遺
美
今
移
得
花
色
鳥
声
遇
境
哉

こ
れ
は
結
び
の
一
聯
で
あ
り
、
七
字
で
区
切
る
と
、

□
□
遺
美
今
移
得　
　

□
□
の
遺
美
今
移
し
得
た
り

花
色
鳥
声
遇
境
哉　
　

花
色
鳥
声
境
に
遇
へ
る
か
な

と
な
る
。
□
□
で
示
し
た
二
字
に
図
５
の
末
尾
（
先
に
は
「
用
」
と
読

ん
だ
）
と
Ｂ
の
２
行
目
の
第
１
字
（
残
画
）
が
入
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
遺
美
」
へ
続
く
こ
と
か
ら
「
周
年
」
で
あ
ろ
う
。「
用
」
と
見

た
字
は
「
周
」
で
あ
り
、
Ｂ
の
残
画
は
「
年
」
の
下
部
で
あ
ろ
う
。
こ

の
推
定
の
根
拠
と
し
て
巻
十
八
、
第
七
首
（
源
成
宗
作
）
の
同
じ
く
尾

聯
に

周
年
芳
躅
今
伝
得　
　

周
年
の
芳ほ
う

躅ち
ょ
く
　

今
伝
へ
得
た
り

此
地
形
勝
誠
美
哉　
　

此
の
地
の
形
勝　

誠
に
美
な
る
か
な

と
い
う
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
（
傍
線
部
が
重
な
る
）。

「
芳
躅
」
は
う
る
わ
し
い
事
績
、
す
な
わ
ち
「
遺
美
」
で
あ
る
。

こ
の
曲
水
宴
詩
で
は
、
文
人
た
ち
は
曲
水
宴
は
周
の
周
公
旦
に
よ
っ

て
創
始
さ
れ
た
と
い
う
認
識
の
も
と
に
詩
を
賦
し
て
い
る
。
そ
の
典
拠

は
『
荊
楚
歳
時
記
』
三
月
に
引
く
『
続
斉
諧
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

晋
の
武
帝
の
三
日
の
曲
水
の
由
来
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
束そ
く

皙せ
き

は
こ
う
答
え
る
。「
臣
請
ふ
其
の
始
め
を
説
か
む
。
昔
、
周
公
洛
邑
を

城き
ず

き
、
流
水
に
因
り
て
以
て
酒
を
汎う
か

ぶ
。
故
に
逸
詩
に
云
ふ
「
羽
觴
波

に
随
ひ
て
流
る
」
と
」。
宗
仲
の
詩
も
成
宗
の
詩
も
こ
う
し
た
理
解
を

踏
ま
え
て
、
周
の
代
に
始
ま
っ
た
良
き
伝
統
が
今
こ
の
宴
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
、
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
「
周
年
」
の
例
は
巻
十
八
、

第
十
首
の
源
重
資
の
詩
に
「
晋
日
の
蘭
亭
風
自
づ
か
ら
扇あ
お

ぎ
、
周
年
の

花
水
跡
先
づ
開
く
」
と
あ
り
（
９
）、

他
に
前
掲
の
巻
二
十
八
の
第
一
首
に

「
相
府
□
伝
ふ
周
旦
の
徳
」、
第
三
首
に
「
周
公
の
宴
席
此
の
時
開
く
」
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と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
残
画
と
し
て
残
る
二
字
は

「
周
年
」
と
推
定
す
る
。

以
上
、
勧
修
寺
家
本
の
欠
佚
部
分
を
九
条
家
本
断
簡
に
よ
っ
て
補
い

判
読
し
た
が
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
第
四
首
全
体
を
挙
げ
る
。
補
訂
し
た

文
字
に
傍
線
を
付
す
。

閑
対
碧
流
籍
緑
苔　
　

閑し
ず

か
に
碧
流
に
対む
か

ひ
て
緑
苔
を
籍し

く

泛
然
羽
爵
起
灘
来　
　

泛
然
た
る
羽
爵
灘せ

よ
り
起
ち
て
来
た
る

暁
霞
飛
水
石
空
礙　
　

暁
霞
水
に
飛
び
石
空
し
く
礙さ
ま
たぐ

□
露
渡
江
萍
始
開　
　

□
露
江
を
渡
り
萍
う
き
く
さ

始
め
て
開
く

斟
酌
浅
深
臨
岸
剋　
　

斟
酌
す
る
こ
と
浅
深　

岸
に
臨
み
て
剋さ
だ

む

巡
行
遅
速
被
波
催　
　

巡
り
行
く
こ
と
遅
速　

波
に
催
さ
る

周
年
遺
美
今
移
得　
　

周
年
の
遺
美　

今
移
し
得
た
り

花
色
鳥
声
遇
境
哉　
　

花
色
鳥
声　

境
に
遇
へ
る
か
な

Ｂ
に
は
な
お
記
事
が
あ
る
。
３
、
４
行
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

寛
治
五
年
三
月
十
二マ
マ

日
〈
題
者
左
大
弁
／
講
師
有
信
朝
臣
／
読
師

左
中
弁
〉

詩
講
之
後
博
陸
殿
下
留
序
者
孝
言
朝
臣
脱
御
袴（
？
）給
之

こ
れ
は
詩
群
の
末
尾
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
記
述
で
あ
る
。
３
行
目
は
宴

催
行
の
日
付
と
出
題
ほ
か
の
役
割
を
勤
め
た
文
人
を
記
し
て
い
る
。
日

付
が
「
十
二
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
写
で
あ
る
。
十
六
日

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
か
ら
、
九
条
家
本
の
書
写
者
が
「
六
」
を

「
二
」
と
見
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
題
者
、
句
題
「
羽
爵
泛
流
来
」
を

出
題
し
た
「
左
大
弁
」
は
大
江
匡
房
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
句
の
出
典

は
未
詳
。
詩
の
披
講
に
お
け
る
「
講
師
」
は
藤
原
有
信
、「
読
師
」
の

左
中
弁
は
藤
原
季
仲
で
あ
る
。

４
行
目
、
講
詩
が
終
わ
っ
た
後
、「
博
陸
殿
下
」、
関
白
の
師
実
が
詩

序
を
執
筆
し
た
惟
宗
孝
言
を
呼
ん
で
衣
を
脱
い
で
与
え
た
こ
と
が
特
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
衆
目
を
集
め
た
に
相
違
な
く
、
藤
原
宗
忠
は

『
中
右
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

爰
に
序
者
孝
言
朝
臣
を
召
し
て
、
殿
下
座
上
に
御お
わ

し
乍
ら
御
衣
を

脱
ぎ
て
之
れ
を
給
ふ
。
序
者
庭
前
に
下
り
て
二
拝
す
。
老
翁
遇
逢

の
秋と
き

な
り
。

孝
言
は
大
い
に
面
目
を
施
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
師
実
、
師
通
の

家
司
、
侍
読
を
勤
め
て
お
り
、
こ
の
時
、
七
十
歳
半
ば
の
高
齢
に
あ
っ

た
（
（1
（

。

三

勧
修
寺
家
本
の
補
訂
に
つ
い
て
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
付
し
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て
九
条
家
本
の
佚
文
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
二
つ
あ
る
。

九
条
家
本
巻
十
に
は
貼
付
さ
れ
た
断
簡
が
も
う
一
葉
あ
る
。
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

図
６

酔
部七

言
三
月
三
日
侍　

宴
同
賦
乗
酔
望
桃
原
応　

教

七
言
、
三
月
三
日
宴
に
侍
り
、
同
に
「
酔
ひ
に
乗
じ
て
桃
原
を
望

む
」
を
賦
す
。　

教
に
応
ふ
。

こ
れ
は
巻
十
の
冒
頭
で
あ
る
。
現
存
の
巻
十
の
第
一
首
は
藤
原
国
成

の
詩
で
、
首
聯
は
「
今
朝
乗
酔
0

0

宴
遊
辰
、
眺
望
桃
原

0

0

0

計
会
新
」
で
あ
る

が
、
こ
の
二
句
に
付
箋
の
詩
題
中
の
句
題
「
乗
ㇾ
酔
望
二
桃
原
一
」
の
五

字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
句
題
詩
の
常
套
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
の
二
行
は
巻
十
の
冒
頭
と
断
定
で
き
る
。
ま
た
「
酔

部
」
と
い
う
部
類
の
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
十
一
月
の
東
京
古
典
会
の

『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
所
収
、
236
「
相
撲
最
手
記
録
断

簡
」
で
あ
る
。
そ
の
紙
背
の
写
真
も
掲
げ
ら
れ
て
い
て
「
紙
背
＝
佚
名

漢
詩
集
断
簡　

平
安
後
期
写
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
見
し
て
そ
の
書

体
か
ら
九
条
家
本
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢
詩
』
の
断
簡
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
節
、
図
１
参
照
。

図
７



27　寛治五年曲水宴詩本文補訂――『中右記部類紙背漢詩』九条家本断簡を資料として 

三
首
の
詩
が
残
る
が
、
第
一
首
の
冒
頭
が
「
羽
爵
0

0

有
時
更
往
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
曲
水
宴
詩
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
「
散
位
大
□
公
仲
」「
勘
解
□
□
官
□
時
範
」
の
作
者
表
記
が
読

み
取
れ
る
。
大
江
公
仲
と
平
時
範
で
あ
る
。
な
お
第
一
首
の
作
者
名
を

欠
く
が
菅
原
在
良
の
作
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
れ
ら
に
依
っ
て
確
か
め
る
と
、
こ

れ
は
巻
七
の
空
白
部
分
に
入
る
も
の
で
あ
る
。『
平
安
鎌
倉
未
刊
詩

集
』
の
四
三
頁
上
に
「
以
下
底
本
三
行
分
空
白
、
鷹
司
本
コ
ノ
間
次
の

三
首
ヲ
載
ス
、
但
、
巻
十
八
ノ
一
部
カ
」
と
注
記
し
て
、
鷹
司
家
本
に

よ
っ
て
三
首
を
補
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
右
に

掲
げ
た
断
簡
の
三
首
は
、
こ
こ
に
い
う
三
首
の
祖
本
と
な
る
九
条
家
本

な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
前
掲
の
図
１
と
は
異
な
り
、
墨
の
剥

落
が
は
な
は
だ
し
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
平
安
鎌
倉
未
刊
詩
集
』
の
翻

刻
を
補
訂
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
断
簡
の
遺
存
を
記
し
て
お
く
の
み
で

あ
る
。

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
根
津
美
術
館
所
蔵
の
も
の
、
そ
し
て
前
記

「
入
札
会
目
録
」
所
載
の
も
の
と
、
二
葉
の
『
中
右
記
部
類
紙
背
漢

詩
』
九
条
家
本
の
断
簡
が
存
在
し
て
い
る
。
今
後
の
更
な
る
ツ
レ
の
出

現
を
期
待
し
て
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）�　

川
口
久
雄
「
九
条
家
本
王
朝
無
名
漢
詩
集
の
出
現
と
そ
の
特
質
」

（『
諸
橋
轍
次
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』、
一
九
五
三
年
）、
同
氏
著

『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
一
年
）
に

収
録
。

（
２
）�　

拙
稿
「『
中
右
記
部
類
』
巻
二
十
八
紙
背
漢
詩
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
八
二
号
、
一
九
八
四
年
。『
平
安
朝
漢
文
文
献
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
に
収
録
）。

（
３
）�　
〈　

〉
内
は
原
文
で
は
双
行
注
で
あ
る
。

（
４
）�　

こ
の
こ
と
は
『
植
村
和
堂
収
集
書
画
』
の
「
作
品
解
説
」
に
も

「
九
条
家
旧
蔵
本
の
一
部
と
見
ら
れ
」
と
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）�　
「
官
奏
次
第
」
と
「
不
勘
定
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
の
記
事
が
引

用
さ
れ
る
。

（
６
）�　

二
書
共
に
『
大
日
本
古
記
録
』
に
入
る
。
以
下
の
論
述
に
お
い
て

は
こ
れ
に
よ
る
。

（
７
）�　

注
２
拙
稿
参
照
。

（
８
）�　
『
中
右
記
』
に
宴
の
参
加
者
の
着
座
の
次
第
が
記
さ
れ
て
お
り
、

「
次
文
人
等
引
着
二
水
辺
座
一
」
と
あ
る
。

（
９
）�　

遡
っ
て
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
、
三
月
三
日
所
引
の
藤
原
篤
茂

の
詩
（
41
）
に
「
水
成
二
巴
字
一
初
三
日
、
源
起
二
周
年
一
後
幾
霜
」

の
例
が
あ
る
。

（
10
）�　

吉
田
靖
雄
「
惟
宗
孝
言
伝
考
」（『
歴
史
研
究
』
第
二
〇
号
、
一
九

八
二
年
）
参
照
。

（
11
）�　

注
２
拙
稿
参
照
。

�

（
ご
と
う
・
あ
き
お　

成
城
大
学
元
教
授
）


